
日本財団チャリティー自販機スタッフ紹介

日本財団の活動は、以前から存じ上げており、素晴らしい活動をさ
れている団体であると、感じておりました。当時、ある方からのご紹介
で、社会貢献に繋がる良い取りくみだと感じ、2016年2月より本社に
4台導入させていただいております。

事業紹介 飲料1本につき10円を社会貢献にご寄付いただく自販機です。
全国で8,153台設置され、毎年3億円ほどの支援に繋がっています。

寄付の仕組み

設置のメリット

設置までの流れ
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売上代金は飲料メーカーが回収し、自販
機設置者さまに販売手数料が振り込まれま
す。加えて、1本10円が設置者さまのお名前
で社会貢献に活用されます。

❶ 1本につき10円の
社会貢献が気軽にできます。

飲みたいドリンクを購入するだけで寄付が
できるので、団体全体で気軽に取り組める
SGDsの第一歩として、好評いただいています。

❷ CSR、SDGsへの取り組みに、
設置した団体のスタッフ全員が
直接参加できます。

※飲料全メーカーと提携しております。

お金の流れ
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設置中の自動販売機を「チャリティー自販
機」に切り替えられます。また、ご希望のメー
カーへ入れ替えたり、新規設置ももちろん可
能です。

❸ 設置中の自動販売機を
そのままチャリティー自販機に
切り替えることも可能です。

いただいた寄付は、間接経費をいただくこ
となく、100%すべて支援活動の現場で活用
します。関節経費はいただいておりません。

❹ いただいた寄付金は100%
支援活動に使用します。

❺ 初期コストゼロ。電話一本で設置可能。

❻ 小規模オフィスでも設置可能。※1

❼ 省エネ機を採用。電気代とCO2を削減。

❽ 看板にもなるオリジナルデザインを無料で作成いたします。※2

❾ 災害救援型の自販機も設置可能。※3

10 税制優遇（損益算入）を受けられます。
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※1 目安として従業員様20名程度～  ※2 ひと月の販売本数、本数見込みが500本を下回る場合にはラッピングできない場合もあります。
※３ ひと月の販売本数によって対応できない場合もあります。

※飲料メーカーと条件が合わない場合、日本財団より別の飲料メーカーをご紹介いたします。

❶ お気軽にお電話ください。設置のご相談やご希望のメーカーなどをお聞きします。
❷ 飲料メーカーからお客様へご連絡をさせていただき、現地に伺います。
❸ 飲料メーカーと契約成立
❹ 設置完了！ 1本につき10円の社会貢献になります。
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2021年度の新規設置台数は455台。累計設置は
8,153台に。

数字で見る2021年度の実績 8,153
台設置

導入経緯

社会貢献と言う観点から、物流会社である弊社でも事故削減にお
いての活動をさせていただくようになりました。それ以前から、日本財
団チャリティー自販機での社会貢献活動をさせていただけていたこ
とが、今回の自社での活動の後押しをしてくれたように思います。
「やさしいきもちがみらいをつくる」この言葉を掲げてこれからも、
日本財団チャリティー自販機とともに、活動を続けてまいります。

導入後の反応

初めは日本財団とはどのような団体なのか存じ上げず、日本財団
チャリティー自販機の案内を伺い、東日本大震災時に全社員で支援
をさせていただいた事を思い出し、これは当社にとって良い仕組みだ
と思い社内で相談し、やってみようという事になりました。

導入経緯

当社の経営理念に重なり、日本財団チャリティー自販機の取り組
みは普段の生活で利用することで困っている人のお役に立てる喜び
を感じています。
全社員が日本財団チャリティー自販機からの支援事業を通じて社
会貢献に参加している事への自信と誇りが仕事にも繋がって成長し
てもらえることがとても嬉しく思います。
今後も日本財団チャリティー自販機の拡大に向けた応援をしてま

いります。

導入後の反応

日本財団には昔のCM（戸締り用心・火の用心）の印象が強かった
のですが、日本財団チャリティー自動販売機の提案を伺い、私が行っ
ている奉仕活動や支援活動が日本財団の支援事業と一致するもの
を感じ、当社の社会貢献活動の一つに加えたいと思い導入しました。

導入経緯

日本財団チャリティー自動販売機は誰でも気軽に寄付ができる社
会貢献です。自販機を通じて困っている人のお役に立てる・貢献でき
る喜びを実感しております。支援事業を通じて社会貢献ができる価
値ある事業だと考えます。
自ら設置した自販機は、非接触機能に加えて新型コロナウイルス
の感染防止にも努めております。
今後もあらゆる角度視点から考え行動し日本財団チャリティー自
販機の輪を広げていきたいと思っております。

導入後の反応


